令和４年２月１日
各地区親の会会長　様
  事務局実務者　　様
無償提供による玩具の希望について
　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　ことばを育てる親の会北海道協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　　福　井　紀　郎
　余寒の候、皆様におかれましては益々御清祥のこととお慶び申し上げます。日頃から本協議会の活動に格別な御理解と御協力を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、今般標記について、全国ことばを育む会を通じて取り組みが進められております。ハズブロ社の取扱商品については、主として別紙のとおりですが、ジェンガやモノポリー、ツイスター、ぬいぐるみ、フィギュアを扱う卸商社になります（ハズブロジャパンのホームページからも確認できます）。
　トイドーネーションの概要ですが、ハズブロ社では玩具を規定のユニット数で販売店に卸すので、販売店で不必要になった数量は（倉庫に）返送されて来ます。返送されてきた玩具は再度販売に回ることはなく、また、年度が替わってから（数を合わせたりして）再度販売されることもなく廃棄されてしまいます。そのため、廃棄するぐらいなら「必要とする子どもたちに届けて使ってもらおう」という思想の下に希望者への配布が行われるのが「トイドーネーション」です。

トイドーネーションで無償提供される玩具は、ハズブロ社の社員が「対象となる子どもたちの年齢層」を考慮して、別紙の内容のものが送られます。

そこで、提供を希望される地区について、確認させていただくことにしました。
希望数にもよりますが、今回で全部の希望される学校や子育て支援センターに配るのは困難です。この事業自体は単年度で終わるわけではなく今後も継続される予定です。今回希望される地区数によっては、提供の対象とはならないことがありますことを、御理解の上、お申し込みください。
また、「親の会がハズブロ社から寄贈を受けた玩具を、学校等に寄付する」形のものとなります。希望される地区は所属長、学校長等に無償提供を受けてよいか確認の上、お申込みください。
対象となる地区を選定させていただいたのち、提供内容の確認をさせていただく予定です。
昨年度提供の対象となった、旭川、士別、名寄、斜里、夕張、天塩の各地区については、今回の対象からは外れますので、ご承知おきください。
　御忙しい中、大変恐縮ですが、希望の有無にかかわらず、郵送、もしくはメールにて御返信ください。
３月１日（火）必着　でお願い致します。

　　　　　送付先
　　　　　　　　〒０６０－００４１
　　　　　　　　札幌市中央区大通東６丁目
　　　　　　　　札幌市立中央小学校ことばの教室

　　　　　　　　　　メール   daiki.maruyama@sapporo-c.ed.jp
地区名　　　　　　　　　　　　　　　

担当者名　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　　　　　　
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